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トリクロロエチレン（CAS no. 79-01-6） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

トリクロロエチレンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験及び疫学的調査の報告

において、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Kumar ら(2000)によって、トリクロロエチレン 376±1.76ppm(空気中実測濃度)を離乳後から 12

週間(週５日、日毎４時間)吸入ばく露した雄Wistarラットへの影響が検討されている。その結

果として、血清中テストステロン濃度、精巣上体尾中精子数、精巣上体尾中運動精子率、精巣

中グルコース-6-リン酸デヒドロゲナーゼ比活性、精巣中 17β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲ

ナーゼ比活性の低値、精巣中総コレステロール濃度の高値が認められた。 

また、トリクロロエチレン 376±1.76ppm(空気中実測濃度)を離乳後から 24 週間(週５日、日

毎４時間)吸入ばく露した雄 Wistar ラットへの影響が検討されている。その結果として、血清

中テストステロン濃度、精巣上体尾中精子数、精巣上体尾中運動精子率、精巣中グルコース-6-

リン酸デヒドロゲナーゼ比活性、精巣中 17β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ比活性の

低値、精巣中総コレステロール濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(２)疫学的調査 

 Chia ら(1997)によって、トリクロロエチレンについて、シンガルポールの電子工場(金属部品洗

浄にトリクロロエチレン使用)にて 1994年にかけて血清中ホルモンへの影響が検討されている。

その結果として、作業従事者(男性 85 名、平均年齢 27.8±3.0 歳、平均ばく露期間 5.1±2.1 年、

尿中トリクロロ酢酸濃度幾何平均値 22.4及び範囲 0.8～136.4mg/g creatinine、トリクロロエチレ

ンばく露濃度８時間平均値 29.6 及び範囲 9～131ppm)の標準分割表解析において、ばく露年数

と血清中テストステロン濃度とに負の相関性、ばく露年数と血清中デヒドロエピアンドロステ

ロン硫酸塩濃度とに正の相関性が認められた。また、ばく露期間３年未満の群(11名)との比較

において、ばく露期間３～５年の群(17名)の血清中デヒドロエピアンドロステロン硫酸塩濃度

の高値、ばく露期間５～７年の群(35名)の血清中デヒドロエピアンドロステロン硫酸塩濃度の

高値、ばく露期間７年以上の群(22名)の血清中デヒドロエピアンドロステロン硫酸塩濃度の高

値、ばく露期間７年以上の群(22名)の血清中卵胞刺激ホルモン濃度の低値が認められた。 
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